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要旨： 

１） 左室局所壁運動評価を行う際の左室 16 分画(もしくは 17 分画)の呼称として新呼称「前壁，前壁中

隔，下壁中隔，下壁，下側壁，前側壁」を用いることを推奨する． 

２） しかし，左室長軸像で壁厚を計測する際の「後壁厚」，あるいは，「後壁梗塞」といった用語の使用

を否定するものではない． 

 

 

解説： 

左室の局所壁運動異常を評価する際，アメリカ心エコー図学会（ASE）が推奨した左室 16 分

画が伝統的に用いられてきた 1）．前壁，前壁中隔，中隔，下壁，後壁，側壁の 6 つの壁を基部，中部，

心尖部の 3 つのレベルに分け，心尖部については 6 つではなく 4 つの壁（心尖部前壁，心尖部中隔，心

尖部下壁，心尖部側壁）と合計 16 分画に分ける方法である．しかし，2002 年米国心臓協会（AHA）

が，心筋シンチグラフィーや MRI といった他の画像検査と統一して標準化したほうがよいからという

理由で新たに心尖部（apical cap）を加えた 17 分画モデル※が提唱されるとともに、分画の呼称を修正

することが提唱された 2)．前壁→そのまま，前壁中隔→そのまま，中隔→下壁中隔，下壁→そのまま，

後壁→下側壁，側壁→前側壁という修正，すなわち，基部と乳頭筋位（中部）を前壁，前壁中隔，下壁

中隔，下壁，下側壁，前側壁の 6 つに分けるべきとの提唱だった．その後 ASE のガイドライン（心腔

定量ガイドライン，2005 年；同ガイドライン，2015 年改訂版）3,4)，日本循環器学会のガイドライン

（慢性冠動脈疾患診断ガイドライン，2018 年改訂版）5)もそれに従うようになった．また，2025 年 5 月

に調査した時点で心エコー図機器メーカ 5 社（国産メーカ 2 社，海外メーカ 3 社）の全ての左室壁運動

評価アプリケーションで新呼称が用いられている． 

しかし日本心エコー図学会代議員で行った本邦でのアンケート調査の結果，最新のガイドライ

ンどおりに呼称を変更している施設ばかりではなく，旧呼称を使用している施設や新旧呼称を併記して

いる施設もあり，また，同一施設内で混用していることもあるなど現場で混乱をきたしていることがわ

かった．そこで今後どう呼ぶべきかについて日本心エコー図学会理事会で議論を行い，臨床的，およ

び，学術的にも，世界標準の用語を使用すべきと判断し，新呼称の使用を推奨することに決定した（表

1，図 1）． 

もっとも，「後壁」という用語が全く消失したわけではない．2018 年に AHA や米国心臓病学

会（American College of Cardiology，ACC），欧州心臓病学会（European Society of Cardiology，ESC）

などから合同で出された心筋梗塞の fourth universal definition というガイドラインにおいて「後壁梗

塞」とは過去に使用されていた用語だと記載されている一方，2025 年に AHA や ACC などから合同で

出された急性冠症候群に関するガイドラインでは従来どおり「後壁梗塞」という用語が使用されてお

り，エキスパートの間でも統一されていないことがわかる 6,7)．2025 年の ASE の心エコー図レポートガ

イドラインでは，左室局所壁運動を評価する際には新呼称が記載されているが，左室長軸像で壁厚を計

測する際には従来通り「後壁厚（posterior wall thickness，PWT）」という用語が用いられている 8)．し

たがって本ステートメントは，「後壁」という用語の使用を完全に否定するものではなく，あくまで、

左室局所壁運動を評価する際における新呼称の使用を推奨するものである． 

 



※16 分画と 17 分画のいずれを用いるかについて：心筋灌流評価では 17 分画モデルが用いられるがル

ーチンの壁運動評価では 16 分画でよい 4,5)． 

 

 

 

表１ 左室 16 分画モデルの旧呼称と新呼称 

 

 

 

図１．左室分画の新呼称 中部は乳頭筋位と表現される場合もある． 

 

  

旧呼称 新呼称 旧呼称 新呼称

前壁 前壁 anterior anterior

前壁中隔 前壁中隔 anteroseptal anteroseptal

中隔 下壁中隔 septal inferoseptal

下壁 下壁 inferor inferor

後壁 下側壁 posterior inferolateral

側壁 前側壁 lateral anterolateral

日本語 英語
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